
国際学会・ シンポジウム

第15回国際エチオピア学会に参加して

第15回国際エチオピア学会が、 ドイツのハンブ

ルグ大学におい て、2003年7月21日から25日ま

で 5臼問にわたって開催された。 主催者はハンブル

グ大学、 アジア ・アフリカ研究所である。 ハンブル

グは港町で、 商業を中心に発展してきたドイツ第二

の大都市である。 会場となった大学周辺は、 町の|藍

l換を感じさせない静かなところで、 参加者の多くが

近辺のホテルに宿泊した。学会後は、 学生街に立ち

並ぶレストランやカフェで、 研究者同士がピ-)レ片

手に楽しいひとときを過ごした。

学会の最終的な参加者は377名、 発表論文数363

であった(このうち多くの発表キャンセルがあった

ため、 実数はこれをかなり下回ると思われる)。 参

加者数377名というのは、 前回、 前々固と比較して

も増加しており、 学会の歴史のなかでも最大規模の

大会となった。 日本からの参加者も過去最大で、 石

原美奈子(南山大)、 金子守恵(京都大院)、) 11 i瀬慈

(京都大院)、栗本英世(大阪大)、佐藤廉也(九州大)、

重由民義(京都大)、 曽我亨(弘前大)、 田川玄(広

島市立大)、ダニエJレ・パヘタ(京都大院)、デレジェ・

フェイッサ(大阪大)、 マイケJレ・シヤクルトン(大

阪学院大)、 福井勝義(京都大)、藤本武(人間環境

大)、真城百華(津田塾大院)、松田凡(京都文教大)、

松村圭一郎(京都大院)、 マモ・ヘボ(京都大院)、

それに私の18名が発表をおこなった。 また、 エチ

オピア人の参加者は56 人、 エリトリア人の参加者

は、7人であった。 今回は、 エチオピアからの若手

研究者の参加が少なかったように思う。参加者のリ

スト、 発表のアブストラクトは、 ハンプルグ大学の

ホームページに記載されている(htto://www.rrz. 

uni-hambure目白/ICE泣003/)。 論文集は学会後に刊

行される予定となっている。 私は前回のアジスアベ

パ大学でおこなわれた第14回大会にオブザーパー

として参加し、 発表者としては参加するのは、 本学

会が始めてであった。 国際学会での始めての発表と

いうことで準備におわれ、 学会のすべてを概観でき
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る余絡はなく、 セッションへの参加も非常に限られ

たものであった。

今回セッションは、「言語学(1)(2)J、「文学・

哲学」、「宗教」、「芸術」、「歴史(1)(2)J、「人類

学(1) (2)J、「法学と政治学j、「環境、 経済、 教

育問題(1) (2)Jの 8つに区分けされていた。私

は環境、 経済、 教育問題のセッションで発表をおこ

なった。 プログラムでは、 土地問題、 森林保全、 農

村開発などの現代的問題に取り組む興味深い発表が

予定されていたにもかかわらず、 その多くがキャン

セルされた。3名ないし 4名の発表者ごとに一人の

座長が予定されていたが、 発表者全員が揃っている

ことの方が稀で、l名ないし、 すべての発表がキャ

ンセルされることもあった。 さらに、 座長が姿を見

せず、 会場にいた参加者が座長を突如引き受ける光

景も見られた。 発表キャンセルは、 学会ではよくあ

ることなのかもしれない。 しかし、 あまりの数の多

さと、 それを事前に知らされないのは、 発表者とし

ても、 聴衆者としても残念だ、った。 とくに、 私の興

味のある環境分野は、 自然科学的研究に比べて社会

科学的研究の蓄積が少なく、 研究者同士が交流する

機会もあまりない。今後、 エチオピアの環境分野に

おいても、 社会科学的研究がより求められるように

なることを考えれば、 多種多様な研究者が交流し、

研究発表をより積極的にしていくことが必要になる

のではないだろうか。 そういった意味では、今回、

南オモ地主主で研究するドイツ人の若い人類学者と、

研究について多くの議論をすることができたことは

私にとって非常に有益な時間だ、った。 彼らとは南オ

モのジンカでフィールドワーク前後に、 食事を一緒

にするなど交流を続けてきたが、 エチオピア研究を

担わなければし、けない若い世代の研究者と切薩琢磨

しながら研究をすすめていくために、今後も研究成

果の交換を続けていきたい、 と強く感じた。

(にしざき のぶこ 日本学術振興会/京都大学

大学院アジア・アフリカ地域研究研究科)
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日本からの参加者による発表題目

石原 美奈子
金子 守恵

川瀬 慈

栗本 英世

佐藤 康也

重団 長義

曽我 亨

田川 玄

ダニエJレ ・ パヘタ

テ・レジェ ・ フェイッサ

マイケJレ ・ シヤクJレトン

福井 勝義

藤本 武

真城 百筆

松田 凡

松村 圭一郎

マモ ・ ヘボ
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iLegacy of the Muslim merchants in soutbwestern EthiopiaJ 

iCha.racte.ristics of forming techniques and c.reativity: potterγmak:ing of Ari 

people in southwestern EthiopiaJ 

iSome aspects of Azmari performance in social occasions in North Gonda.r J 

iPolitical system of the Anywaa (Anuak) reconsideredJ 

i20th century' s history of land use and settlement patterns in Majangir J 

iIndigenous resources for endogenous development an appraisal of potentiali­

ties in Ethiopia' s diversity J 

iTo be the Oromo or to be出e Somali?: The selection of the ethnicity by the 

Gabra Migo， pastoralist in southern EthiopiaJ 

iRelationships between two age-systems: generation-set system and age-set 

system among the Borana-OromoJ 

iThe effect of formal and basic educatioD in rural parts of EritreaJ 

IEthnic federalism in Ethiopia. Official intentions and local perceptions， theαse 

of Anywaa-Nuer relations in the Gambela regional stateJ 

iUrban an出ropology in Ethiopian new towns: ]inkaJ 

iInter-Ethnic Raid & Hornicide in Southwest EthiopiaJ 

iLinkage between the southwestward rnigration and the formation of a strati-

fied society: tbe case of the Malo. southwestern EthiopiaJ 

IBritish policy in Tigray during 1941-4 5J 

iBond-pa.rtnership and the social change in Lower OmoJ 

rrnter-ethnic relationships in a coffee producing ∞mmunity: a case of Gomma 

woreda， southwestern EthiopiaJ 

iLand rights in dispute: a diachronic view of land disputes among Arssi-Oromo 

farmers in Kokossa district. Soutl1ern EthiopiaJ 

iThe role of commほùty in wildlif，巴conservation: natural reso出.-ce use and man­

agement by Ari people neighboring to Mago National Pa.rkJ 


